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河
口
湖
緑
の
会
か
ら
の
招
待
で

　
河
口
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
お
花
見
会

「
石
畳
の
道
ま
つ
り
」
が

　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　
２
回
目
の
桜
を
植
樹
！

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

鈴
木
松
枝
さ
ん

　
　
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
！

扇
巳
流
・
扇
巳
嵯
紫
さ
ん
よ
り

　
　
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

まちかど情報局まちかど情報局情報局

★
★
★

★
★
★
★
★

　
４
月
13
日
（
金
）「
河
口
湖
緑
の
会
」
の
皆
さ
ま
よ
り
、

河
口
保
育
所
の
年
長
・
年
中
児
が
お
花
見
に
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

　
湖
畔
に
咲
き
誇
る
桜

並
木
を
散
策
し
、
雄
大

な
富
士
山
を
背
に
最
高

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、

桜
の
木
の
下
で
の 

お

や
つ
タ
イ
ム
。 

保
育
所

で
お
留
守
番
の
年
少
児

さ
ん
に
も 

お
み
や
げ 

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
と
て

も
い
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
河
口
湖
緑
の
会
」の
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
４
月
22
日
（
日
）
に
地

元
の
商
店
主
や
住
民
の

有
志
が
集
ま
り
地
区
の

活
性
化
の
た
め
に
活
動

し
て
い
る
冨
根
都
（
ふ

な
つ
）
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
、
船
津
地
区
の
街
な

か
に
整
備
さ
れ
た
石
畳

の
道
に
隣
接
す
る
広
場

に
て
、
街
な
か
石
畳
道

の
一
部
完
成
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
模
擬
店
が
出
店
し
、
ま
た
、
小
学
生

な
ど
を
対
象
と
し
た
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
去
る
4
月
3
日
地

球
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が

主
催
す
る「
河
口
湖
in

第
2
回
植
樹
祭
ツ
ア

ー
」と(

社)

富
士
自
然

動
物
園
協
会
が
主
催

す
る「
緑
の
募
金
公
募

事
業
植
樹
祭
」が
同
時

開
催
さ
れ
、長
崎
山
さ

く
ら
公
園
に
11
本
の

ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
小
中
学
生
や
こ
ど
も
ク

ラ
ブ
理
事
の
内
海
佳
子
さ
ん
や
江
森
陽
弘
さ
ん
、東
て
る

美
さ
ん
も
参
加
し
て
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
扇
巳
流
舞
踊
会
で
は
29
回
目
を
迎
え
る
「
扇
巳
流
新

春
舞
踊
と
吟
舞
の
祭
典
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
４

月
15
日
、
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
い
、
そ
こ
で

の
収
益
金
の
一
部
を
町
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　
生
涯
学
習
館
が
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図

書
館
」
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
生
涯
学
習
館
は
、
昭
和

29
年
村
立
図
書
館
と
し

て
発
足
。
昭
和
50
年
に
子

ど
も
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
児
童
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た
。
子
供
向

け
の
集
会
等
を
数
多
く

実
施
し
て
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
平
成
18
年
７
月
子
ど
も
未
来
創
造
館
を
併
設
し
「
富

士
河
口
湖
町
生
涯
学
習
館
」
と
し
て
住
民
へ
の
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
関
係
業
務
で
の
活
動
が
顕
著
な
個
人
を
表
彰
す

る
（
全
国
で
40
名
で
山
梨
か
ら
は
2
名
が
受
賞
）
、
観
光

関
係
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
本
町
の
鈴
木
松
枝

さ
ん
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
鈴

木
さ
ん
は
、
富
士
レ
ー
ク
ホ

テ
ル
に
長
年
勤
務
し
、
現
在

は
ホ
テ
ル
の
接
客
部
接
客
課

長
と
し
て
、
宿
泊
客
の
接
客

な
ど
の
ホ
テ
ル
業
務
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

”

”
“

“
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候補者別得票数　　高村はつこ　　１，９２６．２８８   　高村けんいち　２，３７３．６１９   　しらかべ賢一　５，５８０．０９０ 
　　　　　　　　　天野やいち　　１，４４５　　　　渡辺　ひでき　２，２７０

山梨県議会議員選挙の開票結果についてお知らせします。

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

１,５５５

１,６５４

３,２０９

１７５

１８６

３６１

２,２０６

２,３７９

４,５８５

５９３

６３６

１,２２９

８９９

９３２

１,８３１

２,１４３

２,２５０

４,３９３

１,００７

１,０００

２,００７

２１３

２１７

４３０

８４９

９２９

１,７７８

１１４

１２０

２３４

１,１６１

１,２９１

２,４５２

３７４

４１６

７９０

５７５

６０６

１,１８１

１,０６６

１,１４０

２,２０６

６０８

６３０

１,２３８

１３１

１４８

２７９

５４.６０%

５６.１７%

５５.４１%

６５.１４%

６４.５２%

６４.８２%

５２.６３%

５４.２７%

５３.４９%

６３.０７%

６５.４１%

６４.２８%

６３.９６%

６５.０２%

６４.５０%

４９.７４%

５０.６７%

５０.２２%

６０.３８%

６３.００%

６１.６８%

６１.５０%

６８.２０%

６４.８８%

１９１

１９８

３８９

５２

７４

１２６

１７３

１７２

３４５

１２２

１３１

２５３

７０

６１

１３１

３０８

２９０

５９８

９,７０７

１０,１８０

１９,８８７

１１８

１３８

２５６

４１

５９

１００

１１８

１２０

２３８

９０

１０８

１９８

５４

５３

１０７

２０３

２００

４０３

１,０７８

１,２６８

２,３４６

６,５８０

７,２２６

１３,８０６

６１.７８%

６９.７０%

６５.８１%

７８.８５%

７９.７３%

７９.３７%

６８.２１%

６９.７７%

６８.９９%

７３.７７%

８２.４４%

７８.２６%

７７.１４%

８６.８９%

８１.６８%

６５.９１%

６８.９７%

６７.３９%

６７.７９%

７０.９８%

６９.４２%

第１投票区

町交流センター

第2投票区

浅川公民館

第3投票区

小立福祉センター

第4投票区

大石住民センター

第5投票区

河口住民センター

第6投票区

船津保育所�

第7投票区
勝山ふれあい
センター

第8投票区
足和田

交流センター

第9投票区

西湖公民館

第10投票区

根場公民館

第11投票区

大嵐児童館

第12投票区

精進本栖保育所

第13投票区

本栖公民館

第14投票区
上九一色

コミュニティセンター

期日前投票

合  計

　
町
が
建

設
を
進
め

て
い
ま
し

た
町
立
山

梨
宝
石
博

物
館
が
完

成
し
ま
し

た
。

　
山
梨
県

は
古
く
か

ら
水
晶
原

石
が
産
出

さ
れ
、
室
町
時
代
に
は
既
に
加
工
品
が
作

ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
宝
石
産

業
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
水
晶
が

産
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
研
磨
加
工
技
術
が

発
達
し
、
水
晶
製
品
は
山
梨
を
代
表
す
る

特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
晶
製
品
の

加
工
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
様
々
な
宝
石

加
工
の
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
で
は
国
内
生
産
量
の
１
／
３
が
山
梨

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
宝
石
博
物
館
は
、
山
梨
県
の
地
場

産
業
の
情
報
発

信
と
観
光
拠
点

施
設
と
し
て
、
宝

石
貴
金
属
加
工

日
本
一
の
山
梨

県
に
創
設
さ
れ

た
国
内
唯
一
の

総
合
宝
石
博
物

館
で
す
。

　
富
士
山

と
水
晶
の

よ
く
似
合

う
当
町
に
、

宝
石
の
原

石
、工
芸
品
、

文
献
な
ど

3
0
0
0

点
以
上
に

の
ぼ
る
全

国
で
も
類

を
見
な
い

貴
重
な
資

料
を
有
し
て
い
る
、有
限
会
社
山
梨
宝
石
博

物
館
に
指
定
管
理
者
と
し
て
施
設
の
運
営

を
委
託
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
原
石
・
カ
ッ
ト
石
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
製
品
を

同
時
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
煌
く
宝
石

が
誕
生
す
る
過
程
が
理
解
で
き
ま
す
。
中

で
も
1
2
7
0
kg
の
水
晶
の
原
石
を
は
じ

め
と
す
る
巨
大
水
晶
群
は
、
皆
さ
ん
に
今

ま
で
に
な
い
感
動
を
あ
た
え
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

☆
入
館
料
　
大
人
6
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人(

小
中
学
生)

3
0
0
円

☆
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

　
※
但
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

及
び
７
・
８
月
、
年
末
年
始
は
休
館
日
無
し 

☆
開
館
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
３
月
～
11
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
12
月
～
２
月
）

山
梨
宝
石
博
物
館
が
河
口
湖
畔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
25
日
オ
ー
プ
ン

山
梨
宝
石
博
物
館
が
河
口
湖
畔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
25
日
オ
ー
プ
ン
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富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月

10
日
に
山
梨
県
・
静
岡
県
の
両
知
事
が
暫
定
リ
ス
ト
素
案
を

文
化
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
国
で
は
こ
の
素
案
を
文
化
財
審

議
会
の
特
別
委
員
会
で
審
議
し
、
今
年
の
１
月
23
日
に
国
と

し
て
の
暫
定
リ
ス
ト
記
載
物
件
に
決
定
さ
れ
、
１
月
31
日
に

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
世
界
遺
産
へ
向
け
て
の
具
体
的
な
第
一
歩
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
次
の
段
階
は
、
学
術
調
査
や
調
査
測
量
な
ど
に
も
と
ず

き
、
遺
産
名
と
こ
れ
を
構
成
す
る
資
産
の
内
容
及
び
そ
の

文
化
的
価
値
の
真
正
性
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
世

界
文
化
遺
産
の
中
核
と
な
る
登
録
資
産
（
コ
ア
ゾ
ー
ン
）
と

こ
れ
を
取
り
巻
く
緩
衝
地
帯
（
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
）
及
び
遺

産
の
保
護
措
置
な
ど
の
内
容
を
記
載
し
た
世
界
遺
産
推
薦

書
素
案
を
、
県
と
市
町
村
で
作
成
す
る
段
階
に
入
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
県
か
ら
は
、
５
月
末
日
ま
で
に
富
士
山
の
文
化

的
価
値
の
真
正
性
（
本
物
）
を
証
明
す
る
普
遍
的
な
資
産
の

洗
い
出
し
を
と
い
う
要
請
が
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て

町
で
は
、
対
象
と
な
る
資
産
は
、
富
士
山
と
関
連
の
あ
る
信

仰
や
行
事
、
芸
術
、
名
勝
、
地
形
、
町
並
な
ど
各
般
に
渉
っ
て

お
り
ま
す
の
で
去
る
４
月
13
日
、
従
来
の
町
の
文
化
財
審
議

会
の
は
ん
ち
ゅ
う
を
越
え
た
方
々
も
加
え
た
中
で
、
町
の
学

術
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
学
術
委
員
会
に
は
、
今

月
号
の
広
報
誌
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
公
募
も
し

た
中
で
、
幅
広
い
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
で
は
昨
年
の
第
３
回
の
山
梨
県
の
推
進
協
議
会

の
中
で
、
私
ど
も
地
元
側
に
一
切
の
話
も
な
く
湖
を
コ
ア
ゾ

ー
ン
に
決
め
た
と
い
う
経
過
な
ど
も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
様
々
な
懸
念
や
疑
念
を
抱
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
４
月
19
日
に
世
界
文
化
遺
産
町
民
会
議
を
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
学
術
委
員
会
で
は
、
県
の
要
請
に
対
応
し
た
資
産

の
洗
い
出
し
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
を
町
民
の

皆
さ
ま
に
も
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を
伺
う
第
２
回
目
の
町
民

会
議
を
５
月
28
日
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
方
の
未
来
に
向
け
た
生
活
に
も
深
く
関
わ

り
を
持
つ
も
の
で
す
の
で
、
広
く
情
報
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
も
含
め
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
様
々
な
要
件
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
手
順
や
基
準
は
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
「
世
界
遺
産
条
約
を
履
行

す
る
た
め
の
作
業
指
針
」
に
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
４
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

�
富
士
山
が
世
界
的
に
顕
著
な
普
遍
的
価
値
が
あ
る
こ
と
、

　
し
か
も
国
内
の
他
の
世
界
遺
産
で
は
十
分
に
代
表
さ
れ

　
て
い
な
い
分
野
の
遺
産
で
あ
る
こ
と

�
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
基
準
の
１
つ
以
上
を

　
満
た
し
て
い
る
こ
と

�
富
士
山
が
文
化
的
価
値
を
構
成
す
る
要
素
に
真
正
性
と

　
完
全
性
が
証
明
で
き
る
こ
と

�
富
士
山
の
価
値
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て
い
く
た

　
め
の
、
保
護
・
管
理
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
富
士
山
の
持
つ
様
々
な
文
化
的
価
値
、
こ
れ
ら
が
次
の
６

つ
の
条
件
の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。(

富
士
山
は
�
～
�
に
該
当
し
て
い
る)

�
人
間
の
創
造
的
才
能
を
表
す
る
傑
作
で
あ
る
こ
と

�
あ
る
期
間
、
あ
る
い
は
世
界
の
あ
る
文
化
圏
に
お
い
て
、

　
建
築
物
、
技
術
、
記
念
碑
、
都
市
計
画
、
景
観
設
計
の
発
展

　
に
お
い
て
人
類
の
価
値
の
重
要
な
交
流
を
示
し
て
い
る

　
こ
と

�
現
存
す
る
、
あ
る
い
は
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
文
化

　
的
伝
統
や
文
明
に
関
す
る
独
特
な
、
あ
る
い
は
稀
な
証
拠

　
を
示
し
て
い
る
こ
と

�
人
類
の
歴
史
の
重
要
な
段
階
を
物
語
る
建
築
様
式
、
あ
る

　
い
は
建
築
的
ま
た
は
技
術
的
な
集
合
体
、
あ
る
い
は
景
観

　
に
関
す
る
優
れ
た
見
本
で
あ
る
こ
と

�
あ
る
文
化
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
人
類
の
伝
統
的
集
落

　
や
土
地
利
用
の
優
れ
た
例
で
あ
る
こ
と
。
特
に
抗
し
き
れ

　
な
い
歴
史
の
流
れ
に
よ
っ
て
そ
の
存
続
が
危
う
く
な
っ

　
て
い
る
場
合

�
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
出
来
事
、
生
き
た
伝
統
思

　
想
、
信
仰
、
芸
術
的
作
品
、
あ
る
い
は
文
学
的
作
品
と
直
接

　
ま
た
は
実
質
的
関
連
が
あ
る
こ
と

【
世
界
文
化
遺
産
基
礎
知
識
】

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

　
　
現
在
ま
で
の
経
過
と
町
の
対
応
に
つ
い
て

登
録
さ
れ
る
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

文
化
遺
産
の
登
録
基
準
は
な
ん
で
す
か
？

世界遺産登録と文化財指定等の
フローチャート

資産候補に価値があるかどうか

地元・市町村・市町村教育委員会・文化財審議会・学術委員会等

地権者や関係団体等が保存管理計画策定に参画

価値がない・あるいは低い

国指定文化財に指定されない

保存管理計画が策定できない

保存管理計画が策定できる

世界遺産登録出来ない

世界遺産登録出来ない

世界遺産登録出来ない

世界遺産登録出来ない

世界遺産登録出来ない 世界遺産として登録へ

緩衝地帯（バファゾーン）を設定できない

評価されない 世界遺産に登録される

国文化財に指定できる

×

×

×

×

× ○

ＹｅｓＮｏ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

検討

検討

検討

緩衝地帯（バファゾーン）が設定できる

ユネスコやイコモスの審査で

登録に値する資産と評価される

地権者（土地所有者・湖面利用者等）の同意が必要



広
報
富
士
河
口
湖

　
５

E
-
m
a
i
l

　k
i
k
a
k
u
@
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
l
g
.
j
p

「
世
界
遺
産
推
進
課

　
　
　
富
士
北
麓
分
室
」
が
設
置
！

富
士
山
世
界
文
化
遺
産

 
 

富
士
河
口
湖
町
学
術
委
員
募
集
に
つ
い
て

　
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
県
で
は
本
年
度
４

月
か
ら
企
画
部
に
世
界
遺
産
推
進
課
を
設
置
し
て
、
推
進
体

制
の
強
化
を
し
ま
し
た
。

更
に
、
地
元
で
あ
る
富
士

北
麓
地
域
の
住
民
に
対
し

て
、
よ
り
身
近
な
場
所
で

相
談
に
応
じ
た
り
、
普
及

啓
発
を
行
う
た
め
の
分
室

を
４
月
25
日
、
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し

た
。

町
学
術
委
員
会
の
委
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
長
　
中
村
和
行
（
船
津
）

　
委
　
員
　
篠
原
滋
美
（
船
津
）
、
　
中
村
謹
吉
（
河
口
）

　
　
　
　
　
小
佐
野
安
（
勝
山
）
、
　
倉
沢
　
幹
（
小
立
）

　
　
　
　
　
渡
辺
　
進
（
本
栖
）
、
　
渡
辺
袈
裟
司
（
精
進
）

　
　
　
　
　
渡
辺
　
篤
（
西
湖
）
、
　
渡
辺
靖
彦
（
小
立
）

　
　
　
　
　
中
村
章
彦
（
船
津
）
、
　
中
村
武
夫
（
河
口
）

　
　
　
　
　
渡
辺
和
昭
（
小
立
）
、
　
荒
井
正
春
（
船
津
小
）

　
　
　
　
　
渡
辺
通
人
（
自
然
共
生
室
）

　
　
　
　
　
小
石
川
正
文
（
勝
山
）

　
富
士
山
は
、
そ
の
美
し
い
姿
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品

の
主
題
と
な
る
な
ど
、
日
本
人
の
美
意
識
と
深
く
関
連
し
、

多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
続
け
て
い
る
名
山
で
す
。

　
ま
た
、
富
士
山
は
、
そ
の
雄
大
な
自
然
を
背
景
と
し
た

信
仰
の
対
象
と
な
り
、
「
霊
峰
富
士
」
と
し
て
、
今
日
に

至
る
ま
で
人
々
に
畏
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
富

士
山
を
、
人
間
と
自
然
が
共
同
で
創
り
出
し
て
き
た
「
文

化
的
景
観
」
と
し
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
人
類
共
通
の

「
世
界
文
化
遺
産
」
と
し
て
後
世
に
継
承
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
町
で
は
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
、
町
に
存
在
す
る
文
化
財
等
の
価
値
を
様
々
な
側

面
か
ら
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
を
構
成

す
る
資
産
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
資
産
の
調
査
研

究
を
行
う
た
め
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
「
富
士
河
口
湖
町

学
術
委
員
会
」
を
発
足
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
民
よ
り
、
多
く

の
意
見
等
を
い
た
だ
く
た
め
『
富
士
河
口
湖
町
学
術
委
員
会

委
員
』
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
職
務
】

　
町
に
存
在
す
る
文
化
財
等
の
価
値
を
様
々
な
側
面
か
ら

調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
を
構
成
す
る
資

産
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
調
査
研
究

　
・�

年
数
回
程
度
委
員
会
開
催
予
定

　
（
主
に
平
日
昼
間
の
１
～
３
時
間
程
度
を
予
定
）

【
委
員
の
任
期
】

　
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
終
わ
る
ま
で

【
応
募
資
格
】

　
１
、
町
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

　
　
（
2
0
0
7
年
4
月
1
日
現
在
）

　
２
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
に
つ
い
て
関
心
を
お
持
ち
の 

　
　
　
方
で
、
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と

【
報
酬
】
　
日
額
３
２
０
０
円

【
募
集
人
数
】
　
２
名
以
内

【
応
募
方
法
】

　
　
企
画
課
窓
口
及
び
、
各
出
張
所
で
配
布
し
て
い
る
応
募

　
用
紙
、
も
し
く
は
、
富
士
河
口
湖
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
事
項

　
を
ご
記
入
の
う
え
企
画
課
ま
で
郵
送
・
�
・
電
子
メ
ー
ル
、

　
ま
た
は
、
直
接
お
持
ち
下
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

　
５
月
10
日
～
５
月
31
日

　
※
但
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。
企
画
課

　
窓
口
受
付
け
は
、
土
、
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　
富
士
河
口
湖
町
企
画
課

　
住
所
：
富
士
河
口
湖
町
船
津
1
7
0
0
番
地

　
�
：
0
5
5
5-

72-

1
1
2
9
　

　
�
0
5
5
5-

72-

0
9
6
9
　
　
　



広
報
富
士
河
口
湖

　
６

　
４
月
８
日
に
富
士
河
口
湖

町
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
出
初
式
に
お
い

て
、
長
年
に
渡
り
消
防
・
防
災

活
動
に
従
事
さ
れ
、
地
域
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
な
ど
の
表
彰

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

方
々
で
す
。

　(

表
彰
内
容
は
平
成
18
年
度

中
の
も
の
で
す
。)

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

　
分
団
長
　
外
川
恭
一
（
船
津
分
団
）

知
事
定
例
表
彰

・
勲
功
章

　
分
団
長
　
外
川
恭
一
（
船
津
分
団
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
章

　
団
長
　
小
佐
野
一
久
（
本
部
）

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
甲
種
功
労
章

　
副
団
長
　
藤
井
米
壽
（
本
部
）

・
乙
種
功
労
章

　
副
団
長
　
外
川
武
夫
　
古
屋
克
美
（
本
部
）

　
分
団
長
　
山
中
昌
太
郎
（
小
立
分
団
）

　
分
団
長
　
渡
邉
正
文
（
足
和
田
分
団
）

　
副
分
団
長
　
流
石
数
弘
（
小
立
分
団
）

　
副
分
団
長
　
鈴
木
俊
夫
（
河
口
分
団
）

　
副
分
団
長 

　
三
浦
浩
一
（
足
和
田
分
団
）

退
職
団
長
感
謝
状

　
小
佐
野
昭
二
　(

前
富
士
河
口
湖
町
消
防
団
長)

　
熊
谷
明
男
　
　(

旧
上
九
一
色
村
消
防
団
長)

富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
副
団
長
　
外
川
武
夫 

 

古
屋
克
美
　
渡
辺
勝
人(

本
部)

富
士
吉
田
警
察
署
長
・
防
犯
支
部
長
表
彰

・
防
犯
功
労
章

　
部
長�

小
林
英
明 

外
川
秀
樹
　
梶
原
　
実(

船
津
分
団)

　
分
団
長
　
山
中
昌
太
郎
、
副
分
団
長
　
流
石
数
弘
　

　
部
長
　
渡
辺
　
洋
　
古
屋
　
毅
　
渡
辺
政
喜
　
飯
室
　
太
　

　
相
沢
恒
次
（
小
立
分
団
）

　
副
部
長
　
鎌
倉
政
照
　
班
長
　
渡
辺
一
成
　
梶
原
勝
尋
　

　
堀
内
　
均
（
大
石
分
団
）

　
分
団
長
　
駒
井
俊
策
　
部
長
　
額
谷
信
治
　
中
村
政
一
　
　

　
駒
井
義
明
　
在
原
浩
己
　
副
部
長
　
梶
原
丈
守
（
河
口
分
団
）
　

　
部
長
　
渡
邊
　
浩
　
宮
下
利
彦
　
手
塚
好
人
（
勝
山
分
団
）
　

　
分
団
長
　
渡
邉
正
文
　
副
分
団
長
　
三
浦
浩
一
　

　
部
長
　
渡
辺
要
助
　
三
浦
重
光
　
古
谷
和
久
（
足
和
田
分
団
）
　

　
部
長
　
小
林
一
也
　
副
部
長
　
山
口
秀
樹
（
上
九
一
色
分
団
）

 

富
士
五
湖
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

・
火
災
早
期
発
見
者
　
本
庄
　
正
拡
（
河
口
）

・
初
期
消
火
協
力
者
　
堀
内
正
通
　
程
原
貞
二
（
大
石
）

町
　
長
　
表
　
彰

・
特
別
功
労
章

　
分
団
長
　
外
川
恭
一
　
副
分
団
長
　
渡
辺
英
之
（
船
津
分
団
）
　

　
分
団
長
　
半
田
幸
久
　
副
分
団
長
　
梶
原
栄
治
（
大
石
分
団
）
　

　
分
団
長
　
駒
井
俊
策
（
河
口
分
団
）

　
副
分
団
長
　
三
浦
浩
一
足
和
田
分
団
）

・
功
　
績
　
章

　
分
団
長
　
　
山
中
昌
太
郎
　

　
副
分
団
長
　
流
石
数
弘
（
小
立
分
団
）

　
副
分
団
長
　
鈴
木
俊
夫
（
河
口
分
団
）

　
分
団
長
　
　
渡
邉
正
文
（
足
和
田
分
団
）

・
一
種
功
労
章

　
班
長
　
外
川
和
久
　
渡
辺
和
久
　
小
佐
野
広
明
（
船
津
分
団
）
　

　
部
長
　
渡
辺
　
洋
　
古
屋
　
毅
　
渡
辺
政
喜
　
飯
室
　
太
　

　
相
沢
恒
次
（
小
立
分
団
）

　
部
長
　
堀
内
　
克
　
中
里
武
仁
（
大
石
分
団
）

　
副
部
長
　
古
屋
博
明
　
班
長
　
小
河
原
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｢春の全国交通安全運動｣
平成１９年５月１１日(金)から５月２０日(日)までの１０日間

〔運動の基本〕

〔運動の重点〕

　最初グラグラッときて、「ああ地震が来たな」と思っていると、その次にダンダンダンダーンと上

下振動がありました。隣の部屋でドデーンと、なにか大きい物が落ちた音がしましてね。それで事の

重大さに気付きまして、とりあえず布団を頭からかぶって小さくなっていたんです。

　私の家の場合は、２階建ての家がペシャンペシャンにつぶれてしまって、誰が見てもこの中で生

き残れたとは思えないような壊れ方の中で私は助かったんですが、しかしその近所で、わりと新し

くて家そのものは全然壊れていないお宅の奥さんが亡くなったんです。そ

れは、グラグラッときた後に、「お父ちゃんすごい揺れやねえ」と言った後で

テレビがバーンと落ちてきて、その下敷きになったと…。

　一番大事なことは、なぜか自分の所の周りでは地震なんて起きないだろ

うとなぜかわからないけど人間ってそう思いたがる。しかし日本はどこで

も地震があるものだと認識して、うちの家具も倒れるかもしれないし、家も

つぶれるかもしれない。日頃からそういう風に考えて、家具やピアノが倒れ

ないように、そういう風に備えるのがまず一番だとそう思いましたね。」

～ある地震による被災者の話～

　このように被災者の話から、地震への心構えや家具の固定の重要性が理解していただけたと思います。

　皆さんのご家庭を想像してみて下さい。例えば、大地震が発生したとします。地震がおさまり周りを見

回すと、家具や飾り物、本などあらゆる物が散乱しています。額縁が割れてガラスが

散乱していたり、置いてあったゴルフクラブやスキー板などが倒れていたりと足の

踏み場もないような玄関から外へ出ようとした時、下駄箱が扉を下にして倒れてい

たとしたら、靴をどうやって取り出すのでしょう？ 

　普段何気なく目にしている家の中の物も、大地震が起きると恐ろしいものになる

物がたくさんあります。家の中の家具や額縁、飾り物、シャンデリアなど吊り型の電

気など、一度ご家庭で家の中を点検してみましょう。

管理課　防災係　　℡７２-６０１３

[大地震が発生した時の家の中]

家庭を守る防災対策家庭を守る防災対策 Part４

　
　　　　　　　　　　子どもと高齢者の交通事故防止

　　　
　　　　　　　　　１　飲酒運転の根絶
　　　　　　　  　２　自転車の安全利用の推進
　　　　　　　 　 ３　後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
　　　　　　　　　　　正しい着用の徹底

　本町におけるシートベルトの着用率は、山梨県内でも低い状況です。運転席だけでなく、助手席や後部座席
もシートベルトを着用しましょう。小さなお子さんを乗せるときは、チャイルドシートやジュニアシートを
使用しましょう。

　４月に入り、黄色いランドセルを背負った新１年生が元気に学校へ通い始めまし
た。まだ交通行動が不慣れですので、子供たちを見かけましたら、思いやりのある運
転をお願いします。
　また、船津小学校の周辺は一部スクールゾーンに指定されていて、日曜・休日を除
く午前７時から９時までと、午後２時から４時までは車が通行出来ません。スクール
ゾーン標識を確認のうえ、注意して下さい。
　なお、｢飲酒運転は絶対にしない！｣を、ご家族・地域ぐるみで推進しましょう。
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税務課からお知らせします。

給与所得者等のみなさんの所得税・住民税について
　地方分権を進め、身近な地方公共団体がしっかり仕事をできるようにするため、国（所

得税）から地方（住民税）へ３兆円の税源が移譲されます。これにより、ほとんどの

方は、今年１月から所得税が減っており、相当する分について、この６月から住民税が増え

ることとなります。

　税源の移し替えなので、所得税と住民税を合わせた負担額は、これまでと変わりませ

ん。（下図をご覧ください）

　ただし、景気回復による定率減税の廃止や、みなさんの収入の増減など、別の要因により、実際の負担額は変動しま

すので、ご留意ください。

　また、サラリーマン世帯以外では、増税になる時期は世帯の所得のあり方によって異なります。例えば、年金生

活者の場合、２月に減額された所得税は、その分も含めて６月に住民税増税にはね返ります。自営業者の場合、

住民税増税の影響が先に現れ（６月）、所得税の減額は来年の確定申告の時期（予定納税の場合は今年７月）に

なります。

　さらに、所得の少ない高齢者の場合、住民税の非課税限度額が昨年廃止された影響が今年も続きます。６月には、

定率減税全廃による増税に加え、非課税限度額廃止に伴う増税が上乗せされることになります。

　なお、税源移譲による住民税の改正につきましては、平成１８年１２月号広報誌・平成１９年１月号広報誌にも

掲載しましたが、詳しくは、富士河口湖町役場税務課住民税係（℡７２－１１１３ 税務課直通 ）にお問い合せくだ

さい。

※子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※上記の表は、税源移譲による負担変動を示すものです。このほか、平成１９年分所得税、平成１９年度分住民
　税から「定率減税」が廃止されるなどの影響があることにご留意ください。

【個人住民税（所得割）の税率】

【所得税の税率】

（例）夫婦＋子ども２人の場合

税 源 移 譲 前（平成１８年度まで） 税 源 移 譲 後（平成１９年度以降）

税 源 移 譲 後（平成１９年以降）税 源 移 譲 後（平成１８年度まで）

税 源 移 譲 前（円）

町民税　３％

町民税　６％

県民税　４％

県民税　２％
５％

町民税　８％

県民税　２％
１０％

１０％

２０％

３０％

３７％ ４０％

３００万円

５００万円

７００万円

１,０００万円 442,000 688,000

196,000

76,000

9,000

1,130,000

263,000

119,000

0

459,000

195,000

9,000

２,７９６,０００円

１,５３６,０００円

６３６,０００円

４２７,５００円

９７,５００円

０円

３３％

２３％

２０％

１０％

５％

１０％

町民税 １０％

県民税　３％
１３％

２００万円以下

３３０万円以下

９００万円以下
９００万円以下

６９５万円以下

３３０万円以下

１９５万円以下

１，８００万円以下 １，８００万円以下

１，８００万 円 超 １，８００万 円 超

課 税 所 得 課 税 所 得

課 税 所 得課 税 所 得

給与収入
住民税 所得税 合　計

控 除 額

税　　　率 税　　　率

税　率税　率

一　　律７００万円以下

７００万 円 超

⇒

⇒

⇒ 〓 ０円

０円

０円

０円

負担

増減

税 源 移 譲 後（円）

539,500 590,500

293,500

135,500

9,000

1,130,000

165,500

59,500

0

459,000

195,000

9,000

住民税 所得税 合　計
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　土地に対する固定資産税は、毎年１月１日現在の「地目（現況）」利用状況により課税されま

す。町では「地目認定」のため、概ね５月中旬から翌年２月までの期間、固定資産の評価のため

現地調査を行い、土地の利用状況を確認しています。この調査は、町内全域にわたって土地の現

況と課税台帳とを照合し、地目の変更の有無を確認するもので、地方税法に定められた評価基準

に基づき、適正かつ公正な評価を行ううえで大

切な調査です。必要に応じて調査員が敷地内に

立ち入り、調査をさせていただく場合がありま

すので、固定資産の適正な課税のため、ご協力

をお願いします。

　現地調査により利用状況の変更が認められた

場合、税額が変わることがあります。

　なお、調査員は富士河口湖町が発行する「固

定資産評価補助員証」を常時携行しています。

ご不審に思われた時は提示を求めて確認してく

ださい。

　平成１９年度には所得税から個人住民税への本格的な税

源移譲が実施されることから、税負担の公平性や自主財源

の確保の観点からも、収入未済額の縮減等、徴収状況の改善

を図ることが求められています。

　町税などの収納状況は､長引く景気低迷の影響により個人

所得の伸び悩みなどから、滞納するケースが後を絶たない

状況です。

　これまでも、滞納者との対話による自主納税を基本に対

応してきましたが､徴収対策の一環として５月から７月まで

の期間を「町税等の滞納整理強化月間」として定め、納税相

談などを行い納税に誠意のない方には、不動産・預貯金・給

料などの差押えによる滞納処分を実施します。

　また、この期間中は徴税業務に精通した山梨県総合県税事務所の県職員３名の派遣を受け入れ

て、町職員と連携し共同で徴収業務にあたり、収納率の向上と滞納額の圧縮に向けて積極的な徴収

対策を実施します。

　税金は、町民皆様の身近な行政サービスに使われる大切な財源です。滞納がありますと財政運営

に影響し行政サービスの実施に支障をきたすことになりますので、納期内納付についてご理解と

ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●�問合先　税務課収納係　７２―１１１

○土地の現況調査（精進・本栖地区）にご協力を！

富士河口湖町・山梨県が税収確保に向けた共同事業を実施！！

上九一色地域の一筆調査について（お知らせ）上九一色地域の一筆調査について（お知らせ）

～納期内納付にご協力を～
「町税等の滞納整理強化月間」のお知らせ


